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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の記録情報を夫々記録するための色素膜を有する複数の記録層を備えており、
　前記複数の記録層のうち、レーザ光が照射される側から見て一番手前側に位置する第１
記録層は、情報記録媒体を識別するための識別情報が、色素の分解及び非分解により予め
バーコード情報としてプリ記録された識別情報記録領域を有し、
　前記複数の記録層は、前記複数の記録情報を記録するための記録トラックとして、ラン
ドトラック及びグルーブトラックが交互に形成されている記録情報記録領域を夫々有し、
　前記識別情報記録領域においては、前記グルーブトラックが前記グルーブトラックに沿
った方向に、再生光学系の光学伝達特性に基づいて再生不可能となる所定空間周波数以上
の空間周波数によって分断されていることを特徴とする情報記録媒体。
【請求項２】
　前記識別情報は、当該情報記録媒体に固有の情報であることを特徴とする請求項１に記
載の情報記録媒体。
【請求項３】
　前記第１記録層は、前記複数の記録情報の再生及び記録を制御するための制御情報を記
録可能な制御情報記録領域を更に有することを特徴とする請求項１又は２に記載の情報記
録媒体。
【請求項４】
　前記制御情報記録領域においては、前記識別情報記録領域が存在するか否かを示すフラ
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グ情報を記録可能であることを特徴とする請求項３に記載の情報記録媒体。
【請求項５】
　前記所定空間周波数は、前記再生光学系の開口率、及び、レーザ光の波長に基づいて決
定されることを特徴とする請求項１に記載の情報記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えばＤＶＤ等の情報記録媒体の技術分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、ＤＶＤ等の情報記録媒体では、同一基板上に複数の記録層が積層されてなる多
層型又はデュアルレイヤ（２層）型の記録型又は再生専用型光ディスク等も開発されてい
る。詳細には、例えば、２層記録型光ディスクに対して情報を記録するＤＶＤレコーダ等
の情報記録装置では、レーザ光の照射側から見て最も手前側に位置する記録層（本願では
適宜「Ｌ０層」と称する）に対して記録用のレーザ光を集光することで、Ｌ０層に対して
情報を加熱などによる非可逆変化記録方式（例えば、ＤＶＤ－Ｒを対象）や書換え可能方
式（例えば、ＤＶＤ－Ｒ／Ｗを対象）で記録し、Ｌ０層等を介して、レーザ光の照射側か
ら見てＬ０層の奥側に位置する記録層（本願では適宜「Ｌ１層」と称する）に対して該レ
ーザ光を集光することで、Ｌ１層に対して情報を加熱などによる非可逆変化記録方式や書
換え可能方式で記録することになる。
【０００３】
　他方で、特許文献１等においては、ＤＶＤ－Ｒ／ＲＷ等の記録型情報記録媒体に、該情
報記録媒体に固有なメディアＩＤ等の識別情報、或いは、暗号化情報を予めプリ記録して
販売し、ネットワークを介して暗号化されたＤＶＤビデオコンテンツ（以下、適宜「暗号
化コンテンツ」と称す）を配信する配信システムが開示されている。この暗号化は、例え
ば非特許文献４に記載の暗号化システムに準拠して行われる。この配信システムにおいて
は、従来のＤＶＤ－Ｒ／ＲＷ等の記録型情報記録媒体と同一の物理構造の情報記録媒体が
利用される。
【０００４】
　また、例えば、２層型ＤＶＤ－ＲＯＭ等の２層再生専用型情報記録媒体においては、該
情報記録媒体に固有な識別情報や、該情報記録媒体上に予め記録されているアプリケーシ
ョンソフトウェアの製造識別番号（シリアル番号）等の識別情報が、ユーザデータエリア
等のデータエリアにおける記録方式と異なる記録方式で予めプリ記録されている。より詳
細には、例えば、ＹＡＧレーザ等の高出力なレーザ光が、２つの記録層を貫くようにして
照射されて、即ち、Ｌ０層の記録層、Ｌ０層の反射層、及び、Ｌ１層の記録層を焼き切る
ように照射されて、識別情報がバーコード状にＢＣＡ（Barcode Cutting Area）に予めプ
リ記録されている。
【０００５】
【特許文献１】特開２００１－３０７４２７号公報
【特許文献２】特開２００１－３５７００１号公報
【特許文献３】特開２０００－３３１４１２号公報
【非特許文献１】「ＤＶＤのコンテンツ保護」東芝レビューVol.58,No6(2003)
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、例えば、２層型ＤＶＤ－Ｒ／ＲＷ等の多層記録型情報記録媒体の場合に
、従来の２層型ＤＶＤ－ＲＯＭのように、例えば、ＹＡＧレーザ等の高出力なレーザ光が
各記録層を貫くような記録方式で、識別情報をＮＢＣＡ（Narrow Barcode Cutting Area
）に予めプリ記録すると、各記録層全体の色素膜の物理特性が劣化してしまい、記録型情
報記録媒体としての信頼性が著しく低下してしまうという技術的な問題点がある。
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【０００７】
　また、多層記録型情報記録媒体の場合、全ての記録層に、各記録層に特有な記録制御情
報が記録されることが望ましいが、上述した識別情報は１つの情報記録媒体に固有な情報
を示すものであり、全ての記録層に予めプリ記録された場合、データ容量を無駄に消費し
てしまい、記録領域を有効に活用することができないという技術的な問題点もある。また
、多層再生専用型情報記録媒体においても、仮に、一つの記録層に識別情報が、高出力な
レーザ光によって、プリ記録された場合、対向する他の記録層における記録領域を有効に
活用することができなかったという技術的な問題点がある。
【０００８】
　本発明は、例えば上述した従来の問題点に鑑みなされたものであり、例えば、多層型情
報記録媒体において、記録領域を有効に活用しつつ識別情報をプリ記録することが可能と
なる情報記録媒体を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　（情報記録媒体）
　本発明の情報記録媒体は上記課題を解決するために、複数の記録情報を夫々記録するた
めの複数の記録層を備えており、前記複数の記録層のうち、レーザ光が照射される側から
見て一番手前側に位置する第１記録層（例えば、Ｌ０層）は、情報記録媒体を識別するた
めの識別情報が予めプリ記録された識別情報記録領域（例えば、ＮＢＣＡ）を有する。
【００１０】
　本発明の情報記録媒体によれば、例えば、ディスク状の基板の一方の面上に、第１記録
層、並びに、少なくとも一つの他の記録層が積層されており、当該情報記録媒体は、２層
型或いは多層型の例えばＤＶＤ或いは光ディスク等である。第１記録層には、例えば音声
、映像情報或いはコンテンツ情報等の記録情報が記録可能とされている。同様にして、少
なくとも一つの他の記録層には、例えば音声、映像情報或いはコンテンツ情報等の記録情
報が記録可能とされている。このように構成されているので、記録用又は再生用レーザ光
は、例えば、基板、第１記録層、及び、少なくとも一つの他の記録層の順番に照射される
。
【００１１】
　本発明では、特に、レーザ光が照射される側から見て一番手前側に位置する例えば、Ｌ
０層等の第１記録層は、メディアＩＤ等の識別情報が記録される、例えば、ＮＢＣＡ等の
識別情報記録領域を有する。より詳細には、識別情報は、以下のようにして、識別情報記
録領域に記録される。先ず、例えば、イニシャライザー等のプリ記録装置によって、通常
記録時のレーザ光とは異なる記録型情報記録媒体を初期化するためのレーザ光が、例えば
、数十トラックの範囲に楕円形状で照射される。このレーザ光の照射が変調されることに
よって、識別情報がバーコード情報として、識別情報記録領域に予めプリ記録される。尚
、このプリ記録の際には、通常の記録動作であるトラッキングサーボは行われずに、位置
センサのみに基づいて、ステッピングモーターの回転制御が行われる。
【００１２】
　その結果、例えば、ＤＶＤプレーヤー等の情報記録再生装置が、例えば、シーク動作等
の初期動作によって、識別情報を、他の制御情報の取得と同時に、又は、相前後して、迅
速に取得することが可能となる。
【００１３】
　仮に、第１記録層以外の他の記録層が、識別情報記録領域を有した場合、情報記録再生
装置が、例えば、ユーザデータエリア等の記録情報記録領域に記録されているユーザデー
タ等の記録情報へアクセスする際や、記録情報記録領域に記録されているアプリケーショ
ンプログラムを実行する際において、識別情報を取得するためには、現在アクセスしてい
る記録層から、他の記録層へアクセスし、識別情報を取得しなければならない。このよう
に情報記録再生装置による識別情報の取得動作は、初期動作とは別に行われるため、冗長
的に時間が掛かってしまう。
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【００１４】
　これに対して、本発明によれば、例えば、多層記録型情報記録媒体において、識別情報
が予めプリ記録された識別情報記録領域を、情報記録再生装置がより簡便且つ容易にアク
セスすることが可能な記録層に配置させることによって、例えば、記録情報の再生のため
の設定時間を大幅に短縮化させることが可能となる。言い換えると、情報記録再生装置に
よって、情報記録媒体上の最小な範囲をサーチ（検索）することで、識別情報に加えて再
生及び記録に関する制御情報の取得時間を短縮化することが可能となると共に、より多く
の各種情報を取得することが可能となる。
【００１５】
　また、第１記録層だけにおいて、識別情報がプリ記録された識別情報記録領域が配置さ
れるので、対向する他の記録層の記録領域を有効に活用することが可能となる。
【００１６】
　更に、また、Ｌ０層等の第１記録層に、識別情報記録領域を配置させることで、既存の
ＤＶＤプレーヤー等の情報記録再生装置における初期動作における記録層のアクセス順序
と一致させ互換性を保持させることも可能となる。
【００１７】
　本発明の情報記録媒体の一態様では、前記識別情報は、当該情報記録媒体に固有の情報
である。
【００１８】
　この態様によれば、識別情報に加えて、例えば、後述される暗号化情報に基づいて、当
該情報記録媒体を唯一のユニークな情報記録媒体として特定することが可能となる。
【００１９】
　その結果、配信システムにおいて、当該情報記録媒体に記録可能なコンテンツ等の記録
情報の著作権保護を実現可能である。
【００２０】
　本発明の情報記録媒体の他の態様では、前記複数の記録層のうち前記第１記録層（Ｌ０
層）又は少なくとも一つの他の記録層は、前記識別情報に対応しており、前記複数の記録
情報の少なくとも一部を暗号化するための暗号化情報を記録するための暗号化情報記録領
域を有する。
【００２１】
　この態様によれば、暗号化情報に加えて、識別情報に基づいて、当該情報記録媒体を唯
一のユニークな情報記録媒体として特定することが可能となる。
【００２２】
　その結果、例えば、配信システムにおいて、当該情報記録媒体に記録可能なコンテンツ
等の複数の記録情報の著作権保護を実現可能である。
【００２３】
　本発明の情報記録媒体の他の態様では、前記第１記録層（Ｌ０層）は、前記複数の記録
情報の再生及び記録を制御するための制御情報を記録可能な制御情報記録領域（コントロ
ールデータゾーン）を更に有する。
【００２４】
　この態様によれば、例えば、Ｌ０層等の第１記録層は、再生及び記録を制御するための
制御情報が記録される、例えば、コントロールデータゾーン等の制御情報記録領域を更に
有する。
【００２５】
　その結果、例えば、ＤＶＤプレーヤー等の情報記録再生装置が、例えば、シーク動作等
の初期動作によって、前述した識別情報を、制御情報の取得と同時に、又は、相前後して
、より迅速に取得することが可能となる。
【００２６】
　言い換えると、例えば、多層記録型情報記録媒体において、識別情報が予めプリ記録さ
れた識別情報記録領域と制御情報記録領域とを同一の記録層に配置させることによって、
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情報記録再生装置がより簡便且つ容易にアクセスすることが可能となり、例えば、記録情
報の再生のための設定時間を大幅に短縮化させることが可能となる。
【００２７】
　この制御情報記録領域に係る態様では、前記制御情報記録領域（コントロールデータゾ
ーン）においては、前記識別情報記録領域（ＮＢＣＡ）が存在するか否かを示すフラグ情
報を記録可能であるように構成してもよい。
【００２８】
　このように構成すれば、例えば、ＤＶＤプレーヤー等の情報記録再生装置が、例えば、
シーク動作等の初期動作によって、制御情報の取得と同時に、又は、相前後して、識別情
報記録領域が存在するか否かを示すフラグ情報を取得することが可能となる。
【００２９】
　従って、前述した識別情報を、より効率的に、より迅速且つ的確に取得することが可能
となる。
【００３０】
　本発明の情報記録媒体の他の態様では、前記複数の記録層は、前記複数の記録情報を記
録するための記録トラックとして、ランドトラック及びグルーブトラックが交互に形成さ
れている記録情報記録領域を夫々有し、前記識別情報記録領域においては、前記グルーブ
トラックが前記グルーブトラックに沿った方向に、再生光学系の光学伝達特性（ＭＴＦ）
に基づいて再生不可能となる所定空間周波数以上の空間周波数（２ＮＡ／λ）によって分
断されている。
【００３１】
　この態様によれば、第１の特徴として、識別情報記録領域においては、グルーブトラッ
クがグルーブトラックに沿った方向に、再生光学系の光学伝達特性（ＭＴＦ：Modulation
 Transfer Function）に基づいて再生不可能となる所定空間周波数（本数／ｍｍ）以上の
空間周波数によって分断されている。ここに、「所定空間周波数」とは、例えば、光ピッ
クアップの対物レンズ等の再生光学系の開口率（ＮＡ：Numerical Aperture）、及び、レ
ーザ光の波長に基づいて決定される。より詳細には、空間周波数が比較的に小さい場合、
分断されている一単位のグルーブ（溝）の長さは比較的に大きくなり、光学伝達特性、即
ち、再生レベルは、比較的に大きくなり、「１」に近づく。他方、空間周波数が「所定空
間周波数」よりも大きい場合、分断されている一単位のグルーブの長さは比較的に小さく
なり、光学伝達特性、即ち、再生レベルは、「０：ゼロ」となる。
【００３２】
　その結果、第１記録層の識別情報記録領域に、バーコード情報として、プリ記録されて
いる識別情報から得られた再生ＲＦ信号に、この分断されているグルーブトラックから得
られる変調信号が重畳されることは殆ど又は完全にないといえる。
【００３３】
　更に、この態様では、第２の特徴として、グルーブトラックを分断する「所定空間周波
数」を調整することで、識別情報の少なくとも一部を担持するバーコード情報が記録され
ていない識別情報記録領域の一部における光透過率が、グルーブトラックが、空間周波数
によって分断されていないと共にバーコード情報が記録されていないと仮定した場合の光
透過率と比べて、バーコード情報が記録されている識別情報記録領域の他部における光透
過率に近付けるように構成してもよい。加えて、この光透過率は、等しい程、より好まし
い。ここに「等しく」とは、完全に等しいことの他、例えば、他の記録層に記録されてい
る記録情報の再生を行なう際に、同一視できる程度に等しい光透過率である意味を含む。
【００３４】
　その結果、レーザ光が照射される側から見て第１記録層よりも奥側に位置する他の記録
層にフォーカスが合わされた場合（合焦点した場合）、第１記録層にデフォーカスされて
（ぼんやりと）照射されているレーザ光の光透過率を、第１記録層の識別情報記録領域に
おけるバーコード情報が記録されている領域又は記録されていない領域に関係なく、全体
において平均して、殆ど又は完全に一定とすることが可能となる。従って、第１記録層よ
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りも奥側に位置する他の記録層の記録情報記録領域に、記録されている記録情報から得ら
れた再生ＲＦ信号に、第１記録層の識別情報記録領域におけるバーコード情報として記録
されている識別情報から得られる変調信号が重畳されることは殆ど又は完全にないといえ
る。
【００３５】
　以上より、上述した第１及び第２の特徴によって、第１記録層の識別情報記録領域にお
いて、識別情報を適切且つ正確にプリ記録することが可能となる。加えて、他の記録層に
記録されている記録情報の再生に対しても、何ら悪影響を与えないことが可能となる。従
って、対向する少なくとも一つの他の記録層の記録領域を有効に活用することが可能とな
る。
【００３６】
　この空間周波数に係る態様では、前記所定空間周波数は、前記再生光学系の開口率（Ｎ
Ａ：Numerical Aperture）、及び、レーザ光の波長に基づいて決定されるように構成して
もよい。
【００３７】
　このように構成すれば、所定空間周波数「Ｘ」は、次の式（１）によって、算出される
ことが可能となる。
【００３８】
　Ｘ　＝　２ＮＡ／λ　……　（１）
　但し、「ＮＡ」は、例えば、光ピックアップの対物レンズ等の再生光学系の開口率（Ｎ
Ａ：Numerical Aperture）であり、「λ」は、レーザ光の波長である。
【００３９】
　その結果、より適切且つ正確に、所定空間周波数を算出することが可能となる。
【００４０】
　本発明のこのような作用及び他の利得は次に説明する実施例から更に明らかにされる。
【００４１】
　以上説明したように、本発明の情報記録媒体によれば、複数の記録層のうち、レーザ光
が照射される側から見て一番手前側に位置する第１記録層（Ｌ０層）は、情報記録媒体を
識別するための識別情報が予めプリ記録された識別情報記録領域（ＮＢＣＡ）を有するの
で、例えば、多層記録型情報記録媒体において、識別情報が予めプリ記録された識別情報
記録領域を、情報記録再生装置がより簡便且つ容易にアクセスすることが可能な記録層に
配置させることによって、例えば、記録情報の再生のための設定時間を大幅に短縮化させ
ることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】本発明の情報記録媒体の第１実施例に係る複数の記録領域を有する光ディスクの
基本構造を示した概略平面図（図１（ａ））及び、該光ディスクの概略断面図と、これに
対応付けられた、その半径方向における記録領域構造の図式的概念図（図１（ｂ））であ
る。
【図２】本発明の情報記録媒体の第１実施例に係る光ディスクの記録面における部分拡大
斜視図である。
【図３】本発明の情報記録媒体の第１実施例に係る２層型光ディスクのＬ０層におけるＮ
ＢＣＡを中心とした詳細なデータ構造の図式的断面図である。
【図４】第１比較例に係る２層型光ディスクのＬ０層におけるＮＢＣＡを中心とした詳細
なデータ構造の図式的断面図である。
【図５】本発明の情報記録媒体の第１実施例に係る２層型光ディスクのＬ０層のＮＢＣＡ
にプリ記録されている識別情報の再生原理を示した概念的断面図（図５（ａ））、及び、
ＮＢＣＡの少なくとも一部に対向したＬ１層の記録領域に記録されている記録情報の再生
原理を示した概念的断面図（図５（ｂ））である。
【図６】本発明の情報記録媒体の第１実施例に係る２層型光ディスクのＬ０層のＮＢＣＡ
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におけるグルーブトラックを分断するための空間周波数と、光伝達特性（ＭＴＦ）との相
関関係を示したグラフである。
【図７】第２比較例に係る２層型光ディスクのＬ０層のＮＢＣＡにプリ記録されている識
別情報の再生原理を示した概念的断面図である。
【図８】本発明の情報記録媒体の第１実施例に係る２層型光ディスクのＬ０層のＮＢＣＡ
に識別情報がバーコード情報としてプリ記録されている領域と、プリ記録されていない領
域とにおける光透過率を概念的に示した図式的上面図である。
【図９】第３比較例に係る２層型光ディスクのＬ０層のＮＢＣＡにプリ記録されている識
別情報の再生原理を示した概念的断面図（図９（ａ））、及び、ＮＢＣＡの少なくとも一
部に対向したＬ１層の記録領域に記録されている記録情報の再生原理を示した概念的断面
図（図９（ｂ））である。
【図１０】本発明の情報記録媒体の第２実施例に係る２層型光ディスクのＬ０層における
ＮＢＣＡを中心とした詳細なデータ構造の図式的断面図である。
【符号の説明】
【００４３】
１…センターホール、１０…トラック、１１…セクタ、１００…光ディスク、１０１－０
（１０１－１）…リードインエリア、１０２－０（１０２－１）…データエリア、１０３
－０（１０３－１）…リードアウトエリア、１０４－０（１０４－１）…ミドルエリア、
１０６…透明基板、１０７…第１記録層、１０７ａ…色素膜、１０８…半透過反射膜、１
０９…ウォブル、２０５…中間層、２０７…第２記録層、２０８…反射膜、ＧＴ…グルー
ブトラック、ＬＴ…ランドトラック、ＬＢ…レーザ光、ＬＰ…ランドプリピット、ＰＣＡ
０（ＰＣＡ１）…ＯＰＣエリア、ＲＭＡ（ＲＭＡ１、ＲＭＡ２）…レコーディングマネー
ジメントエリア等、ＮＢＣＡ…Narrow Barcode Cutting Area、ＩＮＩ…イニシャルゾー
ン、ＣＤＺ…コントロールデータゾーン、Ｋｅｙ１（Ｋｅｙ２）…暗号化情報
【発明を実施するための最良の形態】
【００４４】
　以下、本発明を実施するための最良の形態について実施例を挙げて図面に基づいて説明
する。
【００４５】
　（情報記録媒体の第１実施例）
　次に、図1から図６を参照して、本発明の情報記録媒体の第１実施例に係る光ディスク
について図面に基づいて詳細に説明する。尚、説明の便宜上、図１及び図２においては、
レーザ光は、上側から下側へ向けて、照射されている。よって、Ｌ０層（第１記録層）は
、上側に位置している。他方、図３から図５、並びに、図７から図１０においては、レー
ザ光は、下側から上側へ向けて照射されている。よって、Ｌ０層（第１記録層）は、下側
に位置している。
【００４６】
　先ず、図１を参照して、本発明の情報記録媒体の第１実施例に係る光ディスクの基本構
造について説明する。ここに、図１（ａ）は、本発明の情報記録媒体の第１実施例に係る
複数の記録領域を有する光ディスクの基本構造を示した概略平面図であり、図１（ｂ）は
、該光ディスクの概略断面図と、これに対応付けられた、その半径方向における記録領域
構造の図式的概念図である。尚、第１実施例に係る情報記録媒体は、有機色素膜を使用し
た追記型光ディスクからなる。尚、後述されるように、本実施例に係る情報記録媒体は、
各種の加熱などによる可逆変化記録方式により多数回に亘って記録が可能であると共に多
数回に亘って再生が可能である書換型光ディスクでもよい。
【００４７】
　特に、本実施例に係る光ディスク１００は、図１（ｂ）に示されるように、例えば、透
明基板１０６に、後述される本発明に係る第１記録層及び他の記録層の一例を構成するＬ
０層及びＬ１層が積層された構造をしている。このような二層型の光ディスク１００の記
録再生時には、図１（ｂ）中、上側から下側に向かって照射されるレーザ光ＬＢの集光位
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置をいずれの記録層に合わせるかに応じて、Ｌ０層における記録再生が行なわれるか又は
Ｌ１層における記録再生が行われる。
【００４８】
　図１（ａ）及び図１（ｂ）に示されるように、光ディスク１００は、例えば、ＤＶＤと
同じく直径１２ｃｍ程度のディスク本体上の記録面に、センターホール１を中心として本
実施例に係るリードインエリア１０１、データエリア１０２、並びに、緩衝用エリアとし
てのリードアウトエリア１０３又はミドルエリア１０４が設けられている。特に、例えば
、リードインエリア１０１には、ＯＰＣ処理を行うＯＰＣエリアＰＣＡ０又はＰＣＡ１が
設けられている。そして、光ディスク１００の例えば、透明基板１０６に、記録層等が積
層されている。そして、この記録層の各記録領域には、例えば、センターホール１を中心
にスパイラル状或いは同心円状に、例えば、グルーブトラック及びランドトラック等のト
ラック１０が交互に設けられている。また、このトラック１０上には、データがＥＣＣブ
ロック１１という単位で分割されて記録される。ＥＣＣブロック１１は、記録情報がエラ
ー訂正可能なプリフォーマットアドレスによるデータ管理単位である。
【００４９】
　Ｌ０層のリードインエリア１０１－０には、内周側から外周側に向けて、ＯＰＣエリア
ＰＣＡ０、ＮＢＣＡ（Narrow Burst Cutting Area）、及び、コントロールデータゾーン
ＣＤＺが設けられている。
【００５０】
　ＯＰＣエリアＰＣＡ０は、Ｌ０層に記録情報を記録する際の最適記録パワーを決定する
ための試し書き情報を試し書きするための領域である。詳細には、ＯＰＣエリアＰＣＡ０
及び後述されるＰＣＡ１は、記録レーザパワーのキャリブレーション処理、所謂、ＯＰＣ
処理に用いられる領域である。より詳細には、ＯＰＣパターンの試し書きの完了後には、
試し書きされたＯＰＣパターンが再生され、再生されたＯＰＣパターンのサンプリングが
順次行われて、最適記録パワーが検出される。また、ＯＰＣ処理により求めた最適記録パ
ワーの値が例えば、後述されるレコーディングマネージメントエリアＲＭＡ等に記録され
ていてもよいし、情報記録装置側に設けられた後述されるメモリ等の記憶装置内に格納さ
れてもよいし、或いは、記録動作の度にＯＰＣ処理が行われてもよい。
【００５１】
　コントロールデータゾーンＣＤＺには、この光ディスク１００に対する再生及び記録を
制御するための制御情報に加えて、所定の暗号化システムに基づいたディスクキーや、デ
ィスクキーセット等の暗号化情報Ｋｅｙ１がプリ記録されている。尚、ディスクキーや、
ディスクキーセット等の暗号化情報Ｋｅｙ１によって、本願発明に係る「暗号化情報」の
一具体例が構成されている。また、本願発明に係る「制御情報記録領域」の一具体例が、
このコントロールデータゾーンＣＤＺによって構成されている。
【００５２】
　ＮＢＣＡには、光ディスク１００の一枚一枚に固有な製造番号、所謂、メディアＩＤ等
の本願発明に係る「識別情報」がバーコード情報としてレーザーカッティングによって記
録されている。
【００５３】
　他方、Ｌ１層のリードインエリア１０１－１には、内周側から外周側に向けて、ＯＰＣ
エリアＰＣＡ１、及び、本願発明に係る「記録制御情報記録領域」の一例を構成するレコ
ーディングマネージメントエリアＲＭＡが設けられている。
【００５４】
　ＯＰＣエリアＰＣＡ１は、Ｌ１層に記録情報を記録する際の最適記録パワーを決定する
ための試し書き情報を試し書きするための領域である。
【００５５】
　レコーディングマネージメントエリアＲＭＡには、ＯＰＣエリアＰＣＡ０、及び、ＰＣ
Ａ１における試し書きによって算出された最適記録パワーの値が所定順序に従って記録さ
れる。
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【００５６】
　データエリア１０２－０及び１０２－１には、暗号化システムに基づいたタイトルキー
等の暗号化情報Ｋｅｙ２と、このタイトルキー等の暗号化情報Ｋｅｙ２によって暗号化さ
れた暗号化コンテンツが記録される。より具体的には、タイトルキー等の暗号化情報Ｋｅ
ｙ２は、前述したディスクキーや、ディスクキーセット等の暗号化情報Ｋｅｙ１によって
暗号化されている。
【００５７】
　尚、本発明は、このような三つのエリアを有する光ディスクには特に限定されない。例
えば、リードインエリア１０１、リードアウトエリア１０３又はミドルエリア１０４が存
在せずとも、以下に説明するデータ構造等の構築は可能である。また、後述するように、
リードインエリア１０１、リードアウト１０３又はミドルエリア１０４は更に細分化され
た構成であってもよい。
【００５８】
　また、本実施例に係る光ディスク１００は、２層片面、即ち、デュアルレイヤーシング
ルサイドに限定されるものではなく、２層両面、即ちデュアルレイヤーダブルサイドであ
ってもよい。更に、上述の如く２層の記録層を有する光ディスクに限られることなく、３
層以上の多層型の光ディスクであってもよい。
【００５９】
　尚、２層型光ディスクにおける記録再生手順は、例えば二つの記録層の間でトラックパ
スの方向が逆向きであるオポジット方式でもよいし、例えば二つの記録層の間でトラック
パスの方向が同一であるパラレル方式でもよい。
【００６０】
　次に図２を参照して、本発明の情報記録媒体の第１実施例に係る光ディスクの物理的構
成の概略について説明する。より具体的には、第１実施例に係る光ディスク１００では、
複数のデータゾーン１０２等が例えば積層構造に形成される２層型の光ディスクとして構
成されている。ここに、図２は、本発明の情報記録媒体の第１実施例に係る光ディスクの
記録面における部分拡大斜視図である。
【００６１】
　図２に示されるように、第１実施例では、光ディスク１００は、ディスク状の透明基板
１０６に面して下側に、情報記録面を構成する相変化型又は加熱などによる非可逆変化記
録型（色素型）の第１記録層（Ｌ０層）１０７が積層され、更にその下側に、半透過反射
膜１０８が積層されている。第１記録層１０７の表面からなる情報記録面には、グルーブ
トラックＧＴ及びランドトラックＬＴが交互に形成されている。尚、光ディスク１００の
記録時及び再生時には、例えば図２に示したように、透明基板１０６を介してグルーブト
ラックＧＴ上に、レーザ光ＬＢが照射される。例えば、記録時には、記録レーザパワーで
レーザ光ＬＢが照射されることで、記録データに応じて、第１記録層１０７への相変化に
よる書き込み又は加熱などによる非可逆変化記録が実施される。他方、再生時には、記録
レーザパワーよりも弱い再生レーザパワーでレーザ光ＬＢが照射されることで、第1記録
層１０７へ書き込みされた記録データの読出しが実施される。
【００６２】
　第１実施例では、グルーブトラックＧＴは、一定の振幅及び空間周波数で揺動されてい
てもよい。即ち、グルーブトラックＧＴは、ウォブリングされており、そのウォブル１０
９の周期は所定値に設定されている。ランドトラックＬＴ上にはプリフォーマットアドレ
ス情報を示すランドプリピットＬＰと呼ばれるアドレスピットが形成されている。この２
つのアドレッシング（即ち、ウォブル１０９及びランドプリピットＬＰ）により記録中の
ディスク回転制御や記録クロックの生成、また記録アドレス等のデータ記録に必要な情報
を得ることができる。尚、グルーブトラックＧＴのウォブル１０９を周波数変調や位相変
調など所定の変調方式により変調することによりプリフォーマットアドレス情報を予め記
録するようにしてもよい。
【００６３】
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　第１実施例では特に、半透過反射膜１０８に面して下側に、第２記録層（Ｌ１層）２０
７が形成され、更にその下側に、反射膜２０８が形成されている。第２記録層２０７は、
透明基板１０６、第１記録層１０７及び半透過反射膜１０８を介してレーザ光ＬＢが照射
されることで、第１記録層１０７と概ね同様に、相変化型又は加熱などによる非可逆変化
記録型（色素型）の記録及び再生が可能なように構成されている。このような第２記録層
２０７及び反射膜２０８については、第１記録層１０７及び半透過反射膜１０８等が形成
された透明基板１０６上に積層、即ち、成膜形成してもよいし、別基板上に積層、即ち、
成膜形成した後に、これを透明基板１０６に貼り合わせるようにしてもよい。尚、半透過
反射膜１０８と第２記録層２０７との間には、製造方法に応じて適宜、透明接着剤等から
なる透明な中間層２０５が設けられる。
【００６４】
　このような二層型の光ディスク１００の記録再生時には、レーザ光ＬＢの集光位置、即
ち、フォーカスをいずれの記録層に合わせるかに応じて、第１記録層１０７における記録
再生が行なわれるか又は第２記録層２０７における記録再生が行われる。
【００６５】
　（ＮＢＣＡを中心としたデータ構造、及び、識別情報等の再生原理）
　次に、図３から図６を参照して、本発明の情報記録媒体の第１実施例に係る２層型光デ
ィスクのＬ０層におけるＮＢＣＡを中心とした詳細なデータ構造、及び、Ｌ０層のＮＢＣ
Ａにプリ記録されている識別情報、及び、ＮＢＣＡの少なくとも一部に対向したＬ１層の
記録領域に記録されている記録情報の再生原理について説明する。
【００６６】
　（ＮＢＣＡを中心としたデータ構造）
　先ず、図３及び図４を参照して、本発明の情報記録媒体の第１実施例に係る２層型光デ
ィスクのＬ０層におけるＮＢＣＡを中心とした詳細なデータ構造について、その作用効果
の検討を含めて説明する。ここに、図３は、本発明の情報記録媒体の第１実施例に係る２
層型光ディスクのＬ０層におけるＮＢＣＡを中心とした詳細なデータ構造の図式的断面図
である。図４は、第１比較例に係る２層型光ディスクのＬ０層におけるＮＢＣＡを中心と
した詳細なデータ構造の図式的断面図である。
【００６７】
　図３に示されるように、光ディスク１００は、２層の記録層、即ち、Ｌ０層（即ち、図
１及び図２における第１記録層１０７に相当する記録層）とＬ１層（即ち、図１及び図２
における第２記録層２０７に相当する記録層）とを有している。尚、説明の便宜上、記録
用レーザ光ＬＢは、図１及び図２とは逆に下側から上側へ向かって照射されている。
【００６８】
　Ｌ０層のリードインエリア１０１－０には、内周側から外周側に向かって、ＯＰＣエリ
アＰＣＡ０、ＮＢＣＡ、イニシャルゾーンＩＮＩ、及び、コントロールデータゾーンＣＤ
Ｚが設けられている。
【００６９】
　詳細には、ＯＰＣエリアＰＣＡ０における、半径方向の位置は22.127976から22.58ｍｍ
である。但し、試し書きは、この範囲において、外周側から内周側に向かって行われる。
尚、本実施例の図３においては、オポジット方式におけるアドレスが表示されているが、
パラレル方式を採用してもよい。
【００７０】
　ＮＢＣＡにおける、半径方向の位置は22.58から23.57ｍｍである。より詳細には、ＮＢ
ＣＡの開始地点の半径方向の位置は、22.71ｍｍを中心として0.06ｍｍだけ内周側又は外
周側にズレてもよい。また、ＮＢＣＡの終了地点の半径方向の位置は、23.51ｍｍを中心
として0.06ｍｍだけ内周側又は外周側にズレてもよい。特に、本実施例においては、ＮＢ
ＣＡにおけるグルーブトラックは、所定空間周波数以上の空間周波数で分断されていても
よい。
【００７１】
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　イニシャルゾーンＩＮＩは、半径方向の位置において23.57から23.785489ｍｍの範囲で
設けられてもよい。このイニシャルゾーンＩＮＩには、例えば、ゼロ等のダミーデータが
記録される。
【００７２】
　コントロールデータゾーンＣＤＺは、半径方向の位置において23.785489から24.00ｍｍ
の範囲で設けられてもよいし、セクタ番号において、002F200から002FE00の範囲で設けら
れてもよい。
【００７３】
　他方、Ｌ１層のリードインエリア１０１－１には、内周側から外周側に向かって、ＯＰ
ＣエリアＰＣＡ１、及び、レコーディングマネージメントエリアＲＭＡが設けられている
。
【００７４】
　詳細には、ＯＰＣエリアＰＣＡ１における、半径方向の位置はＯＰＣエリアＰＣＡ０と
同様に、22.127976から22.58ｍｍである。但し、試し書きは、この範囲において、内周側
から外周側に向かって行われる。
【００７５】
　レコーディングマネージメントエリアＲＭＡは、Ｌ０層のＮＢＣＡの少なくとも一部に
対向した記録領域に設けられている。レコーディングマネージメントエリアＲＭＡの最内
周端の半径方向の位置は、ＮＢＣＡの最内周端の半径方向の位置よりも、例えば、０．２
ｍｍ等の偏心量だけ外周側にズレている。他方、レコーディングマネージメントエリアＲ
ＭＡの最外周端の半径方向の位置も、ＮＢＣＡの最外周端の半径方向の位置よりも、例え
ば、０．２ｍｍ等の偏心量だけ内周側にズレている。
【００７６】
　以上のように、ＮＢＣＡが、コントロールデータゾーンＣＤＺと同様にして、Ｌ０層に
設けられていることによって、例えば、ＤＶＤプレーヤー等の情報記録再生装置が、例え
ば、シーク動作等の初期動作によって、ＮＢＣＡにプリ記録されている識別情報を、コン
トロールデータゾーンＣＤＺに記録されている他の制御情報の取得と同時に、又は、相前
後して、迅速に取得することが可能となる。
【００７７】
　仮に、Ｌ０層以外の他の記録層が、ＮＢＣＡを有した場合、情報記録再生装置が、例え
ば、データエリアに記録されているユーザデータ等の記録情報へアクセスする際や、デー
タエリアに記録されているアプリケーションプログラムを実行する際において、識別情報
を取得するためには、現在アクセスしている記録層から、他の記録層へアクセスし、識別
情報を取得しなければならない。このように情報記録再生装置による識別情報の取得動作
は、初期動作とは別に行われるため、冗長的に時間が掛かってしまう。
【００７８】
　これに対して、本実施例によれば、例えば、２層型光ディスクにおいて、識別情報が予
めプリ記録されたＮＢＣＡを、情報記録再生装置がより簡便且つ容易にアクセスすること
が可能なＬ０層に配置させることによって、例えば、記録情報の再生のための設定時間を
大幅に短縮化させることが可能となる。言い換えると、情報記録再生装置によって、光デ
ィスク上の最小な範囲をサーチ（検索）することで、識別情報に加えて再生及び記録に関
する制御情報の取得時間を短縮化することが可能となると共に、より多くの各種情報を取
得することが可能となる。
【００７９】
　また、Ｌ０層だけにおいて、識別情報がプリ記録されたＮＢＣＡが配置されるので、対
向するＬ１層の記録領域に、例えば、レコーディングマネージメントエリアＲＭＡを配置
して、有効に活用することが可能となる。
【００８０】
　仮に、図４に示されるように、Ｌ０層のＮＢＣＡに、例えば、ＹＡＧレーザ等の高出力
なレーザ光によって、識別情報をプリ記録した場合、Ｌ１層においてもレーザ光が貫通さ
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れ、Ｌ１層の色素膜が非可逆変化をおこすため、他の記録情報を記録することは困難であ
る。よって、Ｌ０層及びＬ１層における偏心量を考慮して、レコーディングマネージメン
トエリアＲＭＡを２層に分散させて配置させなければならない。従って、データ容量を無
駄に消費してしまい、記録領域を有効に活用することができなくなってしまう。
【００８１】
　これに対して、第１実施例によれば、Ｌ０層だけにおいて、識別情報がプリ記録された
ＮＢＣＡが配置されるので、対向するＬ１層の記録領域に、例えば、レコーディングマネ
ージメントエリアＲＭＡを配置して、有効に活用することが可能となる。
【００８２】
　更に、また、Ｌ０層等の第１記録層に、識別情報記録領域を配置させることで、既存の
ＤＶＤプレーヤー等の情報記録再生装置における初期動作における記録層のアクセス順序
と一致させ互換性を保持させることも可能となる。
【００８３】
　（識別情報等の再生原理）
　次に、図５から図９を参照して、本発明の情報記録媒体の第１実施例に係る２層型光デ
ィスクのＬ０層のＮＢＣＡにプリ記録されている識別情報、及び、ＮＢＣＡの少なくとも
一部に対向したＬ１層の記録領域に記録されている記録情報の再生原理について説明する
。ここに、図５は、本発明の情報記録媒体の第１実施例に係る２層型光ディスクのＬ０層
のＮＢＣＡにプリ記録されている識別情報の再生原理を示した概念的断面図（図５（ａ）
）、及び、ＮＢＣＡの少なくとも一部に対向したＬ１層の記録領域に記録されている記録
情報の再生原理を示した概念的断面図（図５（ｂ））である。図６は、本発明の情報記録
媒体の第１実施例に係る２層型光ディスクのＬ０層のＮＢＣＡにおけるグルーブトラック
を分断するための空間周波数と、光伝達特性（ＭＴＦ：Modulation Transfer Function）
との相関関係を示したグラフである。図７は、第２比較例に係る２層型光ディスクのＬ０
層のＮＢＣＡにプリ記録されている識別情報の再生原理を示した概念的断面図である。図
８は、本発明の情報記録媒体の第１実施例に係る２層型光ディスクのＬ０層のＮＢＣＡに
識別情報がバーコード情報としてプリ記録されている領域と、プリ記録されていない領域
とにおける光透過率を概念的に示した図式的上面図である。尚、図８において、右側部分
は、グルーブトラックが、所定空間周波数以上の空間周波数によって、分断されているＮ
ＢＣＡを示しており、左側部分は、グルーブトラックが、分断されていない記録領域を示
している。
【００８４】
　（識別情報等の再生原理の第１の特徴）
　先ず、図５から図８を参照して、第１実施例に係るＬ０層のおける識別情報、及び、Ｌ
１層における記録情報の再生原理の第１の特徴について、その作用効果の検討を加えて説
明する。
【００８５】
　図５及び後述される図８に示されるように、特に、本発明の情報記録媒体の第１実施例
に係る２層型光ディスクでは、例えば製造時において、Ｌ０層のＮＢＣＡにおいては、グ
ルーブトラックがグルーブトラックに沿った方向に、例えば、光ピックアップの対物レン
ズ等の再生光学系の光学伝達特性（ＭＴＦ：Modulation Transfer Function）に基づいて
再生不可能となる所定空間周波数以上の空間周波数（本数／ｍｍ）によって分断されてい
る。ここに、「所定空間周波数」とは、例えば、光ピックアップの対物レンズ等の再生光
学系の開口率（ＮＡ：Numerical Aperture）、及び、レーザ光の波長に基づいて決定され
る。詳細には、この所定空間周波数「Ｘ」は、次の式（１）によって、算出される。
【００８６】
　Ｘ　＝　２ＮＡ／λ　……　（１）
　但し、「ＮＡ」は、例えば、光ピックアップの対物レンズ等の再生光学系の開口率（Ｎ
Ａ：Numerical Aperture）であり、「λ」は、レーザ光の波長である。
【００８７】
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　ここでは、
　ＮＡ　＝　０．４５
　λ　　＝　０．７８（μｍ）　であるので、
　Ｘ　＝　１１５３．８４６２　（本数／ｍｍ）　として算出される。
【００８８】
　より詳細には、図６のＡ点に示されるように、空間周波数が比較的に小さい場合、分断
されている一単位のグルーブ（溝）の長さは比較的に大きくなり、光学伝達特性、即ち、
再生レベルは、比較的に大きくなり、「１」に近づく。他方、図６のＢ点に示されるよう
に、空間周波数が、約「１１５４」よりも大きい場合、分断されている一単位のグルーブ
の長さは比較的に小さくなり、光学伝達特性、即ち、再生レベルは、「０：ゼロ」となる
。
【００８９】
　以上より、第１実施例に係るＬ０層のＮＢＣＡに、バーコード情報として、プリ記録さ
れている識別情報から得られた再生ＲＦ信号に、この分断されているグルーブトラックか
ら得られる変調信号が重畳されることは殆ど又は完全にないといえる。
【００９０】
　仮に、例えば、図６のＣ点に示されるように、Ｌ０層のＮＢＣＡにおいて、グルーブト
ラックがグルーブトラックに沿った方向に、所定空間周波数より小さい値である６００（
本数／ｍｍ）によって分断されている場合、光学伝達特性、即ち、再生レベルは、約「０
．５」となり、図７に示されるように、Ｌ０層のＮＢＣＡに、バーコード情報として、プ
リ記録されている識別情報から得られた再生ＲＦ信号に、この分断されているグルーブト
ラックから得られる変調信号が重畳されてしまう。
【００９１】
　これに対して、第１実施例に係るＬ０層のＮＢＣＡにおいては、グルーブトラックがグ
ルーブトラックに沿った方向に、再生光学系の光学伝達特性（ＭＴＦ）に基づいて再生不
可能となる所定空間周波数以上の空間周波数によって分断されている。従って、Ｌ０層の
ＮＢＣＡに、バーコード情報として、プリ記録されている識別情報から得られた再生ＲＦ
信号に、この分断されているグルーブトラックから得られる変調信号が重畳されることは
殆ど又は完全にないといえる。
【００９２】
　（識別情報等の再生原理の第２の特徴）
　次に、図９に加えて前述した図５及び図８を適宜参照して、第１実施例に係るＬ０層の
おける識別情報、及び、Ｌ１層における記録情報の再生原理の第２の特徴について、その
作用効果の検討を加えて説明する。図９は、第３比較例に係る２層型光ディスクのＬ０層
のＮＢＣＡにプリ記録されている識別情報の再生原理を示した概念的断面図（図９（ａ）
）、及び、ＮＢＣＡの少なくとも一部に対向したＬ１層の記録領域に記録されている記録
情報の再生原理を示した概念的断面図（図９（ｂ））である。
【００９３】
　図８に示されるように、第１実施例では、グルーブトラックを分断する「所定空間周波
数」を調整することで、ＮＢＣＡの全体における色素の量を減少させ、識別情報を担持す
るバーコード情報が記録されていないＮＢＣＡの一部ＢＡ０における光透過率が、グルー
ブトラックが、空間周波数によって分断されていないと共にバーコード情報が記録されて
いないと仮定した領域ＢＡ０ａの光透過率（比較的に小さい）と比べて、バーコード情報
が記録されているＮＢＣＡの他部ＢＡ１における光透過率（比較的に大きい）に近付ける
ように構成してもよい。
【００９４】
　その結果、前述した図５（ｂ）に示されるように、レーザ光が照射される側から見てＬ
０層よりも奥側に位置するＬ１層にフォーカスが合わされた場合（合焦点した場合）、Ｌ
０層にデフォーカスされて（ぼんやりと）照射されているレーザ光の光透過率を、Ｌ０層
のＮＢＣＡにおけるバーコード情報が記録されている領域又は記録されていない領域に関
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係なく、全体において平均して、殆ど又は完全に一定とすることが可能となる。
【００９５】
　仮に、ＮＢＣＡにおいて、グルーブトラックを分断しなかった場合、図８の左側部分、
及び、図９（ａ）に示されるように、バーコード情報が記録されている領域、及び、記録
されていない領域における光透過率を明確に異ならせることが可能となり、Ｌ０層のＮＢ
ＣＡにプリ記録されている識別情報を再生した場合、良好な再生ＲＦ変調を得られるかも
しれない。しかしながら、図９（ｂ）に示されるように、Ｌ０層のＮＢＣＡよりも奥側に
位置するＬ１層の記録領域に、記録されている記録情報から得られた再生ＲＦ信号におい
ては、Ｌ０層のＮＢＣＡにおける光透過率の明確な違いが影響して、バーコード情報とし
て記録されている識別情報から得られる変調信号が大きく影響してしまう。
【００９６】
　これに対して、第１実施例によれば、前述した図５（ｂ）に示されるように、レーザ光
が照射される側から見てＬ０層よりも奥側に位置するＬ１層にフォーカスが合わされた場
合（合焦点した場合）、Ｌ０層にデフォーカスされて（ぼんやりと）照射されているレー
ザ光の光透過率を、Ｌ０層のＮＢＣＡにおけるバーコード情報が記録されている領域又は
記録されていない領域に関係なく、全体において平均して、殆ど又は完全に一定とするこ
とが可能となる。従って、Ｌ０層のＮＢＣＡよりも奥側に位置するＬ１層の記録領域に、
記録されている記録情報から得られた再生ＲＦ信号に、Ｌ０層のＮＢＣＡにおけるバーコ
ード情報として記録されている識別情報から得られる変調信号の影響を殆ど又は完全にな
くすことが可能となる。
【００９７】
　以上より、上述した図５から図９を参照して説明したように、第１実施例に係るＬ０層
のおける識別情報、及び、Ｌ１層における記録情報の再生原理の第１及び第２の特徴によ
って、Ｌ０層のＮＢＣＡにおいて、識別情報を適切且つ正確にプリ記録することが可能と
なる。加えて、Ｌ１層に記録されている記録情報の再生に対しても、何ら悪影響を与えな
いことが可能となる。従って、対向するＬ１層を含む他の記録層の記録領域を有効に活用
することが可能となる。
【００９８】
　（情報記録媒体の第２実施例）
　次に、図１０を参照して、本発明の情報記録媒体の第２実施例に係る２層型光ディスク
のＬ０層におけるＮＢＣＡを中心とした詳細なデータ構造について説明する。ここに、図
１０は、本発明の情報記録媒体の第２実施例に係る２層型光ディスクのＬ０層におけるＮ
ＢＣＡを中心とした詳細なデータ構造の図式的断面図である。
【００９９】
　図１０に示されるように、第２実施例に係る光ディスク１００のデータ構造は、前述し
た第１実施例に係る光ディスクと概ね同様である。
【０１００】
　Ｌ０層のリードインエリア１０１－０には、内周側から外周側に向かって、ＯＰＣエリ
アＰＣＡ０、第１レコーディングマネージメントエリアＲＭＡ１、ＮＢＣＡ、イニシャル
ゾーンＩＮＩ、及び、コントロールデータゾーンＣＤＺが設けられている。
【０１０１】
　詳細には、ＯＰＣエリアＰＣＡ０における、半径方向の位置は22.127976から22.400282
ｍｍ、セクタ番号は00203A0から0022710、ＬＰＰアドレスは、FFDFC5からFFDD8Eである。
【０１０２】
　第１レコーディングマネージメントエリアＲＭＡ１における、半径方向の位置は22.400
282から22.58ｍｍである。
【０１０３】
　ＮＢＣＡの位置、アドレス、及び、グルーブトラックの分断については、第１実施例の
場合と同様である。
【０１０４】
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　イニシャルゾーンＩＮＩ、及び、コントロールデータゾーンＣＤＺについても、第１実
施例の場合と同様である。
【０１０５】
　他方、Ｌ１層のリードインエリア１０１－１には、内周側から外周側に向かって、ＯＰ
ＣエリアＰＣＡ１、及び、第２レコーディングマネージメントエリアＲＭＡ２が設けられ
ている。
【０１０６】
　詳細には、ＯＰＣエリアＰＣＡ１における、半径方向の位置はＯＰＣエリアＰＣＡ０と
同様に、22.127976から22.400282ｍｍである。
【０１０７】
　第２レコーディングマネージメントエリアＲＭＡ２は、Ｌ０層の第１レコーディングマ
ネージメントエリアＲＭＡ１に対向した記録領域に設けられている。
【０１０８】
　第２レコーディングマネージメントエリアＲＭＡ２の最内周端の半径方向の位置は、第
１レコーディングマネージメントエリアＲＭＡ１の最内周端の半径方向の位置よりも、例
えば、０．２ｍｍ等の偏心量だけ外周側にズレている。他方、第２レコーディングマネー
ジメントエリアＲＭＡ２の最外周端の半径方向の位置については、Ｌ０層の第１レコーデ
ィングマネージメントエリアＲＭＡ１の最外周端からの偏心量を考慮しなくてもよいばか
りでなく、最大で、Ｌ０層のＮＢＣＡの最外周端の半径方向の位置よりも、例えば、０．
２ｍｍ等の偏心量だけ内周側にズレた位置まで配置することが可能となる。
【０１０９】
　以上より、Ｌ０層だけにおいて、識別情報がプリ記録されたＮＢＣＡが配置されるので
、対向するＬ１層の記録領域に、例えば、第２レコーディングマネージメントエリアＲＭ
Ａ２や、データエリア等の記録領域を配置して、より有効に活用することが可能となる。
【０１１０】
　本実施例では、情報記録媒体の一具体例として、例えば、２層型ＤＶＤ－Ｒ又はＤＶＤ
－Ｒ／Ｗ等の追記型又は書き換え型光ディスクについて説明したが、本発明は、例えば、
３層型や、４層型等のマルチプルレイヤ型の光ディスクにも適用可能である。更に、ブル
ーレイ（Blue-ray）ディスク等の大容量記録媒体にも適用可能である。
【０１１１】
　本発明は、上述した実施例に限られるものではなく、請求の範囲及び明細書全体から読
み取れる発明の要旨或いは思想に反しない範囲で適宜変更可能であり、そのような変更を
伴う情報記録媒体もまた本発明の技術的範囲に含まれるものである。
【産業上の利用可能性】
【０１１２】
　本発明に係る情報記録媒体は、例えばＤＶＤ等の情報記録媒体の技術分野に利用可能で
ある。
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